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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年５月 22 日の期末決算発表時に公表した平成 19 年３月期（平
成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた
します。 

記 

１．平成 19 年３月期個別業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 
 （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
(平成 18 年５月 22 日発表) 

35,300 2,100 1,150 

今回修正予想（Ｂ） 34,500 1,950 1,100 

増減額（Ｂ－Ａ） △800 △150 △50 

増減率（％） △2.3％ △7.1％ △4.3％ 

前期実績（平成 18 年３月期） 34,853 1,989 1,270 

 
２．平成 19 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 
 （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 
(平成 18 年５月 22 日発表) 36,000 2,200 1,200 

今回修正予想（Ｂ） 35,300 2,000 1,100 

増減額（Ｂ－Ａ） △700 △200 △100 

増減率（％） △1.9％ △9.1％ △8.3％ 

前期実績（平成 18 年３月期） 35,309 1,834 1,052 

３．修正の理由 

①個 別 ・・・・・・・・・・上半期の売上高は、春先の低温、梅雨明けの遅れなど天候不順の影響を受け、
夏場需要期の飲料、デザート用途向けが不調に終わり、また、畜肉加工食品向けも低調に推移し、
当初予想を下回る結果となりました。利益面におきましても売上減少に加え、４月に開設致しま
した「おいしさ科学館」の初期費用が嵩み、当初予想を下回る結果となりました。 

通期業績につきましては、上期の落ち込みが大きく、売上高、利益共に上記の通り前回予想を
修正いたします。 

②連 結 ・・・・・・・・・・通期個別業績修正に加え、中国の太陽食品(天津)有限公司の第二期工事(卵加
工設備)の遅れ(他の海外子会社は順調に推移いたしております)によりまして、売上高、利益共
に上記の通り、通期業績の前回予想を修正いたします。 

＊ 業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以 上 


